
危険を回避する力
８月１０日～１１日の記録的大雨では、熊本県内で線状降水帯が断続的に発生し、多

くの市町での被害は甚大なものになっています。小川町でも住宅や車への浸水、土砂災

害など多くの被害が出ました。また、一昨日も急な線状降水帯の発生で朝の登校にかな

りの影響が生じました。最近では、このような状況が当たり前のようになってきました。

しかし、まだ「自分だけは大丈夫。ここは大丈夫」という気持ちになることがあります。

私も若いころは、「自分に限ってそんなことは起きな

いんじゃないか！」と思っていたことがありました。で

もそれは、今思うと経験が無かったからそう思っていた

だけのことのようです・・・。

災害も経験したし、大きな病気や事故も経験しました。

・・・みんな経験することだと思います。

できることは被害や危険をできるだけ小さなものにするために判断したり行動するこ

とだと思います。

最近は、気象庁もマスコミ等も早めの呼びかけを行っていますが、最後は自己判断で

す。『自分自身の危機意識』が問われます。・・・悪天候はこれからもあります。

学校は、普段は「遅刻をしないように！自分で登校しましょう！欠席はしないよう

に！」と指導していますが、これは通常の場合です。

大雨や突風、雷、台風等の自然災害の恐れがある場合は、自分の安全を優先させた行

動をしてください。住んでいる場所や登校する道路によっても違いがあります。危険を

感じたら、家から出ない、引き返す、避難するなど判断してください。

また、来週も気温が高くなる予報が出ています。体調管理をしっかり行うとともに、

体調に異変を感じたら無理をしないようにしましょう。

歌声が響き始めました
１０月１０日（金）に開催される合唱コンクールに向け

て各クラスでの練習がスタートしました。昼休みに校舎を

回ってみると一人ひとりが真剣に取り組む姿がありました。

特に３年生にとっては最後のコンクールでもあり熱いもの

を感じました。コンクールまでの1ヵ月間、練習を重ねる中

でいろんなことがあると思いますが、合唱を通して得られ

る達成感や仲間との絆が、かけがえのない経験となること

を願っています。
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